
 

 

 

 

2024 年 11 月 25 日開催 

n現状把握不十分のまま臨席： 

　　　　　　　　『それは知らない』『今聞いた』 

n組合の指摘・要求に不明瞭な回答： 

　　　　　　　　　　　　『意見は承った』連呼 

n交渉当日に後出しで詳報： 

　　　　　『今日関係支社から回答を頂いている』 

本当に職場現実に 

向き合っているのか？ 

改善する気はあるのか？ 

　過日開催された八地申第７号交渉では、武蔵野運輸区乗務員

運用改定について「人間労働」に則した乗務労働とすべく５項

目を申し入れましたが、そのいずれにおいても職場現実に即し

た回答とはならないばかりか、当日になって、それも組合から

の問を受けてようやく詳細を回答するという呆れた対応。 

組合からの指摘や要求に対して「責任ある回答」とは到底言え

ない、回答ならざる回答を述べる対応に終始し、職場で奮闘す

る社員を顧みない姿勢は不誠実そのものと言わざるを得ません

でした。 
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団体交渉の議論経過は次号以降 
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